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委員会報告委員会報告

核兵器の無い世界は我 日々本国民の総意です。
しかし、世界そして東アジアの核の脅威は高まっています。核兵器なき世界は、核保有国が核を廃棄しない限り実現
できません。「核保有国が核廃絶に動いていける」状況を積極的に作っていくことが重要です。そのためには核保有
国と非保有国が同じ議論のテーブルについて真剣に核廃絶への努力をする枠組みを構築しなければなりません。
その中で日本は、唯一の被爆国として核保有国と非保有国の橋渡し役となり、牽引していかなければなりません。
日本は核兵器のない世界に向け前進するために、ＮＰＴ（核兵器不拡散条約）やＣＴＢＴ（包括核実験禁止条約）、
ＦＭＣＴ（核兵器用核分裂性物質生産禁止条約）に参加する取り組みを着実に実行しています。また、国連総会第
一委員会（軍縮）において昨年10月27日に核兵器廃絶への共同行動を取る決意を新たにするとした日本政府主導
の決議を賛成多数で採択されるなど、同種の提案を24年連続で行い核兵器廃絶に熱心に取り組んでいます。
大野城市議会では平成元年６月に「非核・平和都市宣言」を行い、核兵器の廃絶を全世界の人々に訴えるととも
に、人類普遍の大義に向かって不断の努力を続けることを誓いました。
よって、国においては、核兵器のない世界の実現に向け、さらなる行動・交渉を、強いリーダーシップを発揮しながら、よ
り一層強力に進められるように要望します。
 
以上、地方自治法第九十九条の規定に基づき、意見書を提出します。

請願書第１号～請願第３号
「日本政府に「核兵器禁止条約」の調印・批准を求める意見書の提出に関する請願書について」
請願書の審査を通じて、核兵器のない世界を目指すことを確認し、政府に対して核のない世
界のために働くという趣旨の意見書を出すことを決し本会議で決議した。

Ｑ　家庭的保育事業等は４つの事業に分類される。

その一つに事業所内の保育があるが、事業所内保

育の中には企業主導型保育も含まれるのか

Ａ　本条例において、市が認可する事業としての事業
所内保育事業を規定している。企業主導型保育事業
は内閣府が所管をしており、これとは別の事業になる。

Ａ　指定権限や基準違反に対する命令、勧告等の権
限が委譲され、事務の負担が増加するが、本市にある
24カ所の事業所の更新時期はそれぞれ事業所によっ
て異なるので、業務が集中するということはない。現行
の体制で対応が可能であると考えている。

Ｑ　事業者にとってのメリットや逆に条件が悪くな

るようなことはあるか

Ａ　条件が悪くなるということは特にない。市町村と介
護支援事業所のケアマネージャーはこれまでも認定申
請や利用者からの相談に対して密接にかかわりを持っ
てきたため、権限委譲により介護支援事業者側もより市
町村と連携強化を図ること
ができ、地域の特色を活か
したサービス提供につな
がっていく。

第68号議案
「大野城市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する認可基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について」

Ｑ　この条例が県から市にかわることで、職員の方

の業務の負担が増えることがあるか

第69号議案
「大野城市指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準等を定める条例の制定
について」

～主　な　審　査　内　容～

総 務 企 画 委 員 会

福 祉 文 教 委 員 会

核兵器のない世界を実現するために世界各国にさらなる働きかけをすることを求める意見書
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予 算 委 員 会

第73号議案
「平成30年度大野城市一般会計補正予算（第
４号）について」
歳入歳出予算の総額にそれぞれ2億7768万
7000円を増額
補正後の歳入歳出予算の総額を348億234万
4000円とするもの

Ｑ　市内公共施設のブロック塀調査について

Ａ　本市の120の公共施設及び公園や緑地等を調査

している。基本的に高さが1.2ｍを超えるものを中心に
調査を行い、違反となる2.2ｍを超えるものは今回無
かったが、高さが1.2ｍを超えるもので不適合の可能性
がある塀が15施設確認できた。

Ｑ　ハザードマップの形式について

Ａ　現在市内にはＡ１八つ折り版のハザードマップを
配付しているが、平成30年度中にブック形式で内容を
詳しく書いた資料、計画規模と最大規模の浸水想定
地図を入れるハザードマップの更新を計画している。

決 算 特 別 委 員 会

認定第１号
「平成29年度大野城市一般会計歳入歳出決算
認定について」

Ｑ　市財政硬直化の原因となる、公共施設の管理

運営費と社会保障費の増大について

Ａ　財源を全て見渡し、公債費を縮減することで社会
保障費の増大、公共施設の改修等に取り組んでいく。
また、できる限り補助金の獲得を図りながら進めていく。

Ｑ　認定こども園の状況と待機児童解消の見込み

について

Ａ　平成30年度に大野幼稚園が認定こども園となり、
平成31年度には大野東幼稚園及び筑紫幼稚園が認
定こども園に移行する。待機児童の解消については、ま
ず既存の認可保育所の定員拡充、それから幼稚園の
認定こども園への移行、それでも不足する場合は新設
を考えていく。

Ｑ　簡易申請端末機「しょうめい君」が、全コミュニ

ティに配置されたが、利用状況について

Ａ　平成30年４月から７月までの４ヶ月間の発行枚数
の合計は、中央コミュニティセンター1079枚、東コミュニ
ティセンター499枚、北コミュニティセンター805枚、南コ
ミュニティセンター3294枚、市役所3964枚である。

Ｑ　赤ちゃんの駅普及推進事業の内容について

Ａ　子育て支援環境の充実を図るために、市内全域
で登録施設における申請を受けており、条件を満たした
ところにシンボルマークのステッカー掲示やのぼり旗など
の設置をお願いしている。平成29年度は56施設になっ
ている。

Ｑ　放課後デイサービス事業の利用者数と事業所

の運営状況について

Ａ　実人数は、平成29年度152人、事業所数は17ヶ所
である。現在、市内の放課後デイサービスは、特に問題
なく運営が行われている。今後も、事業所の経営状況、
運営状況をチェックしていく。

Ｑ　災害時特設公衆電話設置事業で設置場所と通

話料金について

Ａ　全公民館、集会所、４コミュニティセンター、総合体
育館の全部で36ヶ所に設置している。有線ではある
が、ＮＴＴの方で災害時に優先的に回線がつながるよ
うになっている。基本的には、災害時に利用するもので、
利用は無料である。

Ｑ　災害時対策基金の目的について

Ａ　災害から市民の生命、身体及び財産を守るととも
に、災害の予防、応急対策及び復旧、復興を円滑に推
進することを目的に、必要な財源を基金として３億円を
積み立てるもの。

Ｑ　教育サポートセンターの不登校相談件数と対

応について

Ａ　平成29年度1288件で、不登校675件、52.4％、次
に発達課題・就学等113件、8.7％である。
不登校の相談等は、スクールソーシャルワーカーやス
クールカウンセラーの派遣、担当指導主事による学校
訪問等で対応している。発達課題・就学等については、
発達検査等の実施後、保護者へのフィードバックを
行っている。
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中学生議員たち

市長も答弁堂々と質問

　

夏
休
み
中
の
８
月
23
日
、
初
の
取
り
組
み
と
し
て
中
学
生
模
擬
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
市
役
所
４
階
の
議
場
に
て
、
本
市
５
中
学
校
の
代

表
22
人
が
、
一
日
議
員
と
な
り
、
議
員
が
行
政
職
員
の
立
場
で
回
答
し
、

市
長
も
見
解
を
求
め
ら
れ
答
弁
し
ま
し
た
。

　

一
人
５
分
の
一
問
一
答
方
式
で
、
給
食
や
奨
学
金
制
度
、
防
災
対
策
に

つ
い
て
な
ど
、
学
校
内
外
の
市
の
施
策
に
つ
い
て
幅
広
く
質
問
と
回
答

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

8月23日  5中学校より  3年生22人の  代表が  議長と議員に！  鋭い質問・提案

本議会

初

　今回体験した模擬議会を通して、私たちが暮
らしている大野城市は、議員の皆さんや市の協
力者のおかげで、安全で活気のある街になって
いることを改めて実感しました。
　人に見られない活躍をしている議員さんはと
ても素晴らしいと思いますし、自分も将来、人
の役に立ちたいと思いました。

　私は、初めて今回模擬議会に参加し、
普段どのように自分たちの地域につい
て、議会が行われているのかを知ること
ができた。今回学んだことは学校での話
し合い等に生かしていきたいと思う。
　また、自分が住んでいる地域について
もっと知りたいと思った。

　私たちの議会の進行状況によって、タ
イマーやマイクが動かされていて、一回
の議会がどれほど重要とされているかを
実感し、細かい所でどのように議会が支
えられているのか興味を持った。

中学生の声

中学生 模擬議会 開催しました！
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議員が執行部役

答弁する髙山副議長

8月23日  5中学校より  3年生22人の  代表が  議長と議員に！  鋭い質問・提案
中学生議員名簿・質問内容

１

２

３

４

倉掛　結依菜

坂下　統貴

平井　伶

宮田　万優

大野中学校
１．安心・安全について

１．教育について

１．市の街づくりについて

１．安心・安全について

13

14

15

16

17

松井　俊之佑

大迫　優輝成

山本　七海

市田　翔悟

塚本　夏帆

大野東中学校
議長

１．学校施設の整備について

１．学校教育について

１．国際交流事業について

１．自転車通行の安全について

20 川村　良介

21 山中　咲幸

22 嶋田　光

18

19

坂井　稜

鷲﨑　日南

大利中学校
１．教育について

１．学校区及び通学について

１．道路整備について

２．施設の利用について

１．市の事業について

２．ごみ処理について　　　　　　　

１．学校給食・学校時制について

10 安田　真輝

11 久保田　風太郎

12 井上　　奏

９ 塚本　兼也

御陵中学校
１．大野城市奨学資金制度について

１．地域の環境美化について

２．食文化の宣伝について

１．地域・文化の交流について

２．地域防災について

１．大野城市の災害発生時の対応
　　及び防災対策について

５

平野中学校
井上　雄太

６ 長岡　眞由

７ 井上　裕加里

８ 神代　大志

１．若年層の投票率について

２．不登校生徒への対応について

１．街づくりについて

２．環境について

１．まちづくりについて

２．国際化対応について

１．防災対策について

２．介護について

　市議会は、市民にとって住みやすい街になるこ
とを願って、今後もさらに市民に開かれた議会に
していくことを、全員で取り組んでいきます。

中学生が議会制民主主義を体験する貴重な機
会であるとともに、模擬議会のＤＶＤを社会科
公民の授業の学習教材に活用する。
中学生が市行政のことや、市議会の仕事や役割
を学ぶこと。
中学生が市や地域のことに関心を持ち、人との
つながりを大事にする心を育てる機会となる。
市、市議会は、中学生の目線で問題点や意見、提
案を聞き、今後のまちづくりの参考にする。

模擬議会の目的

白石議長にケーブルテレビより取材

中学生 模擬議会

市民に開かれた議会をつくる調査特別委員会

●

●

●

●
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一般質問 ～ これからの大野城を問う ～
注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像を見ることができます。

田 中 　 健 一

氏　名 件　　名

★ 平成30年７月豪雨（西日本豪雨）災害について

関 岡 　 俊 実

福 澤 　 信 光

森 　 　 和 也

河 村 　 康 之

松 﨑 百 合 子

中 村 　 真 一

平 井 信 太 郎

松 下 　 真 一

松 田 美 由 紀

関 井 　 利 夫

大 塚 み どり

清 水 　 純 子

井 福 　 大 昌

●　会計年度任用職員制度の導入に向けた取り組みについて
★ 西鉄連続立体交差事業に係る駅周辺の現状と課題について

★ 平成30年７月豪雨を受け本市の今後の対応等について
●　心の家庭教育について
●　更生保護・保護司について
★ 各学校等の安全対策について

★ 障がい者福祉サービスについて
●　福祉避難所の利用と今後の在り方について

★ 子どもが健やかに育つ権利と中学校の完全給食　●　自校方式の実施について

★ 小中学校プール及び北市民プールの活用整備について
●　平成30年７月豪雨について

●　災害避難時の動物（ペット）に対する対応について
★ 道路側溝蓋かけについて（平成27年６月）
●　聴覚障がい者に対する意思疎通支援事業について（平成27年12月）
●　大規模災害時における本市の対応について（平成28年６月）
●　本市における危険地域とその対応について（平成29年３月）
●　小学校におけるセキュリティ対策について（平成29年６月）
●　中学生の制服の衣替えについて（平成29年６月）

●　介護について（「100万人訪問・調査運動」の本市に関するアンケート）
★ 子育てについて（「100万人訪問・調査運動」の本市に関するアンケート）
●　防災・減災について（「100万人訪問・調査運動」の本市に関するアンケート）

●　ユニバーサルデザインに配慮した印刷物等について
★ 麻しん・風しんについて

★ 義務教育課程の英語教育について
●　大野城市国際化推進プランについて

★ 支援を必要としているすべての子どもに支援をするための「地域子供の未来応援交付金」の活用について

★ 災害時の迅速で強力な緊急時対応体制の確立のために
●　連続立体交差事業の進捗について（平成29年12月）
●　動物愛護について（平成28年９月）

★ 本市の滞納整理の方針について

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会

・
会
派
代
表
者
会
議

・
議
会
運
営
委
員
会

・
本
会
議（
初
日
）

・
全
員
協
議
会

・
本
会
議（
２
日
目
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
総
務
企
画
委
員
会

・
福
祉
文
教
委
員
会

・
予
算
委
員
会

・
総
務
企
画
委
員
会

・
決
算
特
別
委
員
会

・
決
算
特
別
委
員
会

・
決
算
特
別
委
員
会

・
本
会
議（
３
日
目
、一
般
質
問
）

・
本
会
議（
４
日
目
、一
般
質
問
）

・
本
会
議（
最
終
日
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会

・
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

　

つ
く
る
調
査
特
別
委
員
会

　
・
福
岡
県
中
部
十
市
議
会
議
長
会

　

議
員
研
修（
大
野
城
市
）

８
月
３
日
　27

日

９
月
３
日

６
日

７
日

11
日

12
日

13
日

14
日

18
日

20
日

21
日

26
日
　

10
月
29
日

　

◆ 

議
会
の
動
き 

◆
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

今
年
７
月
西
日
本
豪
雨
災
害
の
本
市

の
災
害
状
況
及
び
避
難
状
況
等
は

中
配
水
池
付
近
と
平
野
台
地
区
の
崖

崩
れ
２
件
、
大
字
牛
頸
で
の
裏
山
が

崩
れ
住
宅
に
土
砂
が
流
入
１
件
、
土

砂
流
出
、
法
面
崩
壊
、
水
路
か
ら
溢

水
等
被
害
が
発
生
し
た
。

避
難
状
況
は
、
17
区
の
公
民
館
及
び

４
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
、

延
べ
避
難
者
数
は
１
９
２
世
帯
、
３

７
２
名
で
あ
る
。

大
野
城
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の

上
流
の
風
倒
木
と
濁
流
被
害
の
状
況

及
び
対
策
は

大
野
城
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の

上
流
域
に
急
傾
斜
地
の
崩
壊
が
発
生

し
た
。
二
次
災
害
防
止
の
た
め
渓
流

に
大
型
土
の
う
等
を
仮
整
備
し
、
崩

落
部
分
保
護
な
ど
本
復
旧
へ
向
け
た

準
備
の
ほ
か
、
治
山
ダ
ム
の
早
期
設

置
を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

平
野
台
区
の
山
手
の
法
面
崩
壊
と
渓

流
の
状
況
及
び
対
策
は

さ
が
で
ん
付
近
法
面
の
表
土
崩
壊
の

復
旧
及
び
B
渓
流
の
水
路
の
排
水
機

能
の
改
善
は
、
現
在
調
査
し
工
法
等

答答答 問問問

答 問
を
検
討
し
て
い
る
。

C
渓
流
の
治
山
ダ
ム
の
管
理
用
道
路

横
の
法
面
の
崩
壊
は
、
県
に
復
旧
工

事
の
早
期
着
手
を
協
議
し
て
い
る
。

災
害
防
止
の
た
め
、
御
笠
川
上
流
に

あ
る
牛
頸
ダ
ム
、
北
谷
ダ
ム
の
貯
水

量
や
放
流
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
御
笠
川

の
水
量
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
の

か協
議
し
て
い
な
い
が
、「
御
笠
川
水
系

改
修
事
業
促
進
協
議
会
」
で
河
川
改

修
を
要
望
中
。
現
在
、
筑
紫
野
市
の

緊
急
事
業
に
目
途
が
つ
き
次
第
、
本

市
域
の
改
修
に
着
手
す
る
と
聞
い
て

い
る
。

下
大
利
南
ヶ
丘
線
の
バ
ス
路
線
の

変
更
と
バ
ス
停
の
移
設
に
つ
い
て

現
在
の
下
大
利
商
店
街
を
通
過
す
る

バ
ス
ル
ー
ト
は
、Ｊ
Ｒ
の
大
利
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
へ
変

更
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
現
在
の
イ

オ
ン
下
大
利
店
前
に
あ
る
バ
ス
停
を

大
利
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
近
く
に
移
設
す

る
こ
と
で
協
議
し
て
い
る
。
変
更
の

時
期
に
つ
い
て
は
、
駅
西
口
の
バ
ス

ロ
ー
タ
リ
ー
に
至
る
ル
ー
ト
を
暫
定

的
に
設
け
る
案
が
あ
る
が
、
現
在
の

下
大
利
南
ケ
丘
線
は
朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
間
は
踏
切
遮
断
に
よ
る
渋
滞

が
激
し
い
た
め
、
西
鉄
連
続
立
体
交

差
事
業
の
完
了
後
と
考
え
て
い
る
。

交
番
設
置
の
見
通
し
に
つ
い
て

警
察
と
の
協
議
で
示
さ
れ
た
条
件
、

及
び
新
設
さ
れ
た
春
日
警
察
署
を
含

め
た
市
内
交
番
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
抑
止
に

効
果
的
な
場
所
と
考
え
る
と
、
急
行

電
車
が
停
車
し
、
バ
ス
の
本
数
や
利

用
者
が
多
い
下
大
利
駅
の
周
辺
は
候

補
地
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後

最
適
な
場
所
に
つ
い
て
は
警
察
、
地

元
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

答答 問問

問答
Ｊ
Ｒ
水
城
駅
及
び
駅
周
辺
の
環
境

整
備
に
つ
い
て

駅
舎
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
整
備
に
向
け
て
Ｊ
Ｒ
九
州
と

協
議
を
密
に
し
て
い
る
。

ま
た
、Ｊ
Ｒ
水
城
駅
周
辺
の
歩
道
を
整

備
す
る
こ
と
を
計
画
化
し
て
お
り
、

現
在
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
歩

道
整
備
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
い

る
。

今
年
７
月
の

　
　

西
日
本
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

今
年
７
月
の

　
　

西
日
本
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

田
　
中
　
健
　
一

ＪＲ水城駅構内の移動階段

キャンプ場上流域の
急傾斜地崩壊の様子

西
鉄
高
架
化
に
伴
う

　
　

駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

西
鉄
高
架
化
に
伴
う

　
　

駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

関
　
岡
　
俊
　
実

※

法
面
と
は
、人
工
的
に

　

造
ら
れ
た
、斜
面
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本
市
の
小
中
学
校
で
は
、
各
校
の
事

情
に
沿
っ
た
独
自
の
安
全
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か

本
市
の
全
小
中
学
校
に
は
、
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は
不
審
者
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

特
に
不
審
者
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

学
校
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
対
応

方
法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
の
、

最
新
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

小
中
学
校
全
15
校
に
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
立
保
育
所
各
３
園
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
。

同
じ
く
、
校
内
緊
急
通
報
装
置
の
設

置
状
況
は
い
か
が
か

避
難
指
示
な
ど
を
行
っ
た
り
す
る
た

め
の
非
常
用
放
送
設
備
や
、
各
教
室

と
職
員
を
結
ぶ
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
等
の

通
報
装
置
を
設
置
し
て
い
る
。
ハ
ー

ド
面
に
つ
い
て
は
緊
急
事
態
発
生
を

関
係
者
に
迅
速
に
か
つ
的
確
に
伝
達

す
る
装
置
や
シ
ス
テ
ム
を
、
先
進
自

治
体
の
事
例
を
調
査
し
研
究
し
て
い

き
た
い
。

答答答 問問問

問答
同
じ
く
、さ
す
ま
た
や
催
涙
ス
プ
レ
ー

は
装
備
さ
れ
て
い
る
か

全
小
中
学
校
で
さ
す
ま
た
や
催
涙
ス

プ
レ
ー
、
そ
れ
以
外
に
竹
刀
や
木
刀

等
を
装
備
し
て
い
る
。
さ
ら
に
不
審

者
侵
入
を
想
定
し
、
装
備
の
強
化
を

図
っ
て
い
る
。
不
審
者
侵
入
を
想
定

し
た
訓
練
や
研
修
に
つ
い
て
も
、
全

小
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。
市
立

保
育
所
に
つ
い
て
も
、
さ
す
ま
た
な

ど
を
配
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
防
犯

ブ
ザ
ー
を
各
保
育
室
に
配
備
し
て
い

る
。

▲映像はこちら

▲映像はこちら

本
市
の
被
害
は
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
人
的
被
害
は
あ
っ
た
の
か

本
市
に
お
け
る
被
害
は
、
崖
崩
れ
や

土
砂
流
入
な
ど
全
体
で
38
件
発
生
し

た
が
、
人
的
被
害
は
、
発
生
し
て
い

な
い
。

災
害
対
策
本
部
と
現
場
の
連
携
は

し
っ
か
り
と
取
れ
て
い
た
の
か

各
避
難
所
に
は
、
災
害
対
策
本
部
の

避
難
対
策
部
職
員
が
、
避
難
所
運
営

の
支
援
や
巡
回
を
行
っ
て
お
り
、
随

時
災
害
対
策
本
部
と
連
携
を
と
っ
て

い
る
。

今
回
、
大
野
城
市
で
初
め
て
大
雨
特

別
警
報
を
経
て
避
難
指
示
が
出
た
が
、

避
難
指
示
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

た
ら
す
の
か
。
ま
た
、
避
難
勧
告
と

の
違
い
は

避
難
指
示
と
は
、
災
害
に
よ
る
人
的

被
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
場
合
に

発
す
る
も
の
で
あ
り
、
避
難
勧
告
よ

り
も
拘
束
力
が
強
く
、
そ
の
地
域
の

居
住
者
等
を
避
難
の
た
め
に
立
ち
退

か
せ
る
も
の
。

答答答 問問問

避
難
勧
告
と
は
避
難
を
拘
束
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
居
住
者
等
が
そ
の

勧
告
を
尊
重
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
市
民
に
は
災
害
時
に
市
が
発

令
す
る
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
な
ど

の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
な

行
動
を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、
避

難
指
示
を
発
令
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
避
難
を
し
な
い
方
が
い
た
こ
と
は
、

今
回
の
災
害
対
応
の
課
題
の
ひ
と
つ

と
考
え
る
。

緊急放送システム
　（トランシーバーで校内放送できる）

平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
受
け

　
　

本
市
の
対
応
等
は
？

平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
受
け

　
　

本
市
の
対
応
等
は
？

各
学
校
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

各
学
校
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

森　
　
　

和　

也

福　

澤　

信　

光

②コンソール／親機

①トランシーバー／子機

中継器
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中
学
校
で
も
豊
か
な

　
　

自
校
方
式
・
完
全
給
食
を
！

中
学
校
で
も
豊
か
な

　
　

自
校
方
式
・
完
全
給
食
を
！

松　

﨑　

百
合
子

▲映像はこちら

▲映像はこちら

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
」
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
対
象
者
と

そ
の
人
数
は

外
出
が
困
難
と
考
え
ら
れ
る
在
宅
の
、

視
覚
障
が
い
や
肢
体
不
自
由
・
内
部

障
が
い
な
ど
重
度
の
身
体
障
が
い
者
、

重
度
の
知
的
障
が
い
者
、
重
度
の
精

神
障
が
い
者
等
が
対
象
で
、
平
成
29

年
度
の
対
象
者
は
約
１
１
４
０
人
。

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
」
に

対
し
て
、「
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
と
「
自

動
車
の
燃
料
費
の
助
成
」
の
ど
ち
ら

か
選
べ
る
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、

実
態
調
査
・
支
援
の
あ
り
方
を
研
究

す
る
、
と
以
前
言
っ
て
い
た
が
ど
の

よ
う
な
研
究
を
行
っ
た
の
か

「
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
」
と
「
自
家
用

車
の
燃
料
費
の
助
成
」
を
選
択
で
き

る
自
治
体
の
調
査
を
行
い
「
選
択
制

を
導
入
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が

い
者
の
移
動
手
段
に
配
慮
し
た
、
き

め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ

て
お
り
、本
市
で
も
こ
の
「
選
択
制
度
」

の
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

答答 問問

問答
今
後
の
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

事
業
」
で
、
利
用
者
へ
の
新
た
な
支

援
の
実
施
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

現
行
は
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
の

み
が
割
引
だ
が
、
他
県
で
は
利
用
者

の
料
金
負
担
を
抑
え
る
た
め
、
複
数

枚
の
タ
ク
シ
ー
券
を
使
え
る
自
治
体

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
他
の
自
治
体
を

参
考
に
し
、
障
が
い
者
の
外
出
支
援

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
い
、

よ
り
利
用
の
状
況
に
あ
っ
た
制
度
と

な
る
よ
う
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助

成
」
の
内
容
に
つ
い
て
今
後
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

障
が
い
者
へ
の

　
　
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
」の
拡
大
を
！

障
が
い
者
へ
の

　
　
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
」の
拡
大
を
！

中
学
校
昼
食
選
択
制
の
現
状
は

弁
当
持
参
が
７
割
、
ラ
ン
チ
給
食
サ
ー

ビ
ス
が
２
割
、
パ
ン
給
食
が
１
割
と

な
っ
て
い
る
。

選
択
制
が
よ
い
と
考
え
る
理
由
は

生
徒
、
教
職
員
及
び
保
護
者
対
象
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
８
割
か
ら
９
割
の
支

持
が
あ
る
。

全
小
学
校
、公
立
保
育
所
で
は
、自

校
方
式
の
完
全
給
食
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。自
校
方
式
の
良
さ
は

配
送
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
こ
と
、

生
徒
と
調
理
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
こ
と
、
調
理
か
ら

喫
食
ま
で
の
時
間
が
短
い
こ
と
な
ど
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
支
援
に
は
学

校
給
食
が
有
効
と
考
え
る
が

学
校
給
食
で
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
等
を

考
慮
し
献
立
を
作
成
し
、
子
ど
も
達

の
栄
養
確
保
を
行
っ
て
い
る
。

本
県
で
完
全
給
食
を
実
施
し
て
い

な
い
自
治
体
は

本
市
の
ほ
か
３
自
治
体
で
あ
る
。

答答答答答 問問問問問

問問 答答問答
完
全
給
食
の
メ
リ
ッ
ト
は

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
考
え
ら
れ
た
食
事
、

保
護
者
の
負
担
が
少
な
い
、
統
一
的

な
食
事
指
導
が
で
き
る
こ
と
。

予
算
、補
助
金
の
見
込
み
は

自
校
方
式
で
は
設
備
費
が
約
12
億
円
、

調
理
員
民
間
委
託
費
が
年
間
で
６
７

１
０
万
円
。
セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
設

備
費
が
約
15
億
円
で
民
間
委
託
費
が

年
間
約
４
７
２
０
万
円
。
国
か
ら
の

補
助
金
は
、
設
備
費
で
約
２
分
の
１

が
補
助
の
対
象
と
な
る
。

完
全
給
食
自
校
方
式
へ
の
移
行
は

選
択
方
式
を
今
後
も
継
続
の
考
え
。

学校給食調理員
料理コンクール
2018 年度優勝校

下大利小学校　メニュー

河　

村　

康　

之
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平
成
29
年
度
ま
で
の
道
路
側
溝
蓋
か

け
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か

道
路
蓋
か
け
工
事
は
、
平
成
26
年
度
、

27
年
度
に
、
試
験
的
な
整
備
を
実
施

し
、
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
的
に
実

施
し
て
い
る
。
平
成
29
年
度
ま
で
の

蓋
か
け
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
延
長

で
12
㎞
、
進
捗
率
は
、
約
34
％
の
蓋

か
け
工
事
が
完
了
し
て
い
る
。
平
成

27
年
か
ら
の
３
年
間
の
実
績
は
、
平

成
27
年
度
２
２
９
６
ｍ
、
28
年
度
３

４
７
３
ｍ
、
29
年
度
４
９
２
９
ｍ
を

整
備
し
た
。

平
成
30
年
度
以
降
の
蓋
か
け
工
事
の

予
定
は
、
ど
の
よ
う
な
計
画
に
な
っ

て
い
る
か

平
成
30
年
度
ま
で
に
つ
い
て
は
、
年

間
４
０
０
０
ｍ
の
蓋
か
け
工
事
を
実

施
し
て
い
る
が
、
迅
速
化
を
図
る
た

め
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
、
整
備
延

長
を
３
０
０
０
ｍ
追
加
し
て
、
年
間

７
０
０
０
ｍ
を
目
標
と
し
て
工
事
を

進
め
て
い
く
計
画
と
し
て
い
る
。

答答 問問

答 問
蓋
か
け
工
事
の
完
了
は
い
つ
頃
か

現
在
の
と
こ
ろ
蓋
か
け
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
道
路
側
溝
延
長
が
約
23
㎞

残
っ
て
い
る
。
平
成
31
年
度
よ
り
年

間
７
０
０
０
ｍ
を
整
備
す
る
計
画
と

し
た
こ
と
か
ら
、
当
初
完
成
を
予
定

し
て
い
た
平
成
35
年
度
か
ら
２
年
間

前
倒
し
を
し
て
、
平
成
33
年
頃
に
、

蓋
か
け
工
事
が
完
了
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。

側
溝
の
蓋
か
け
工
事
が

　
　

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
す
！

側
溝
の
蓋
か
け
工
事
が

　
　

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
す
！

▲映像はこちら

▲映像はこちら

各
学
校
の
改
修
状
況
と
改
修
計
画
は

改
修
は
、
プ
ー
ル
水
槽
の
防
水
、
プ
ー

ル
サ
イ
ド
の
床
、
ろ
過
機
の
取
替
え
・

修
繕
の
主
に
４
種
類
の
内
容
に
つ
い

て
、
大
野
城
市
公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
に
基
づ
き
計
画
的
に
実
施
。
今

年
度
は
大
野
・
大
利
小
２
校
の
プ
ー

ル
を
改
修
予
定
で
あ
る
。

年
間
の
使
用
状
況
は

小
学
校
は
約
１
ヶ
月
間
と
夏
休
み
の

プ
ー
ル
開
放
日
。
中
学
校
は
水
泳
部

が
あ
る
平
野
・
大
利
中
は
約
４
ヶ
月

間
。
水
泳
部
の
な
い
学
校
は
約
１
ヶ

月
間
と
な
っ
て
い
る
。

年
間
の
維
持
管
理
費
は

プ
ー
ル
に
個
別
メ
ー
タ
ー
を
つ
け
て

い
な
い
の
で
毎
月
の
金
額
等
か
ら
算

出
し
て
い
る
。
水
道
・
下
水
道
料
金

が
約
７
６
０
万
円
、
電
気
料
金
が
約

１
６
０
万
円
、
水
質
管
理
に
係
る
費

用
が
約
２
２
０
万
円
、
夏
休
み
の
プ
ー

ル
開
放
時
の
管
理
運
営
業
者
へ
の
委

託
料
約
１
１
７
０
万
円
（
平
成
27
〜

29
年
度
）
を
合
わ
せ
て
合
計
で
２
３

１
０
万
円
だ
っ
た
。

答 問答 問答 問

問答
小
中
学
校
の
水
泳
授
業
に
民
間
プ
ー

ル
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
夏
休
み

中
の
学
校
プ
ー
ル
開
放
の
代
わ
り
に

民
間
プ
ー
ル
が
安
価
に
利
用
で
き
る

よ
う
補
助
金
を
出
し
て
は
ど
う
か

授
業
及
び
夏
休
み
期
間
中
の
学
校

プ
ー
ル
の
開
放
を
民
間
プ
ー
ル
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
コ
ス
ト
削
減

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に

お
い
て
も
検
討
に
値
す
る
と
考
え
て

い
る
。
様
々
な
課
題
の
ク
リ
ア
が
必

要
と
な
る
た
め
先
進
自
治
体
の
事
例

等
を
調
査
し
、
本
市
の
学
校
プ
ー
ル

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

小
中
学
校
プ
ー
ル
の

　
　

整
備
及
び
管
理
に
つ
い
て

小
中
学
校
プ
ー
ル
の

　
　

整
備
及
び
管
理
に
つ
い
て

平　

井　

信
太
郎

中　

村　

真　

一
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

市
税
（
国
民
健
康
保
険
税
等
）
を
滞

納
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

お
こ
な
う
の
か

生
活
が
苦
し
く
納
付
が
難
し
い
納
税

者
に
は
収
入
や
支
出
、
財
産
状
況
等

を
詳
し
く
聞
き
取
り
、
他
の
法
律
に

よ
る
制
度
が
利
用
で
き
る
場
合
は
手

続
き
案
内
、
生
活
状
況
全
般
の
見
直

し
が
必
要
な
場
合
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
に
案
内
し
て
い
る
。
分
割

納
付
の
金
額
を
決
め
る
な
ど
行
っ
て

い
る
が
、
約
束
の
履
行
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
、
財
産
調
査
を
行
い
滞
納
処

分
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

地
方
税
法
第
八
節
に
あ
る
納
税
の
猶

予
と
は

徴
収
猶
予
と
は
、
納
税
者
が
震
災
や

風
水
害
等
の
災
害
を
受
け
た
時
、
病

気
に
な
っ
た
時
、
事
業
を
廃
止
し
た

時
等
、
一
度
に
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
適
用

す
る
も
の
で
、
申
請
に
よ
る
換
価
の

猶
予
と
、
担
保
提
供
の
条
件
の
引
き

上
げ
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
。

本
人
の
納
税
計
画
は
配
慮
す
る
が
、

猶
予
期
間
を
過
ぎ
て
も
完
納
で
き
な

い
場
合
、
滞
納
処
分
を
行
う
場
合
が

答答 問問

答答 問 問
あ
る
。

強
権
的
な
徴
収
対
策
を
お
こ
な
っ
て

い
な
い
か

全
て
差
押
え
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
、

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
も
遵
守
し
て

い
る
。

滞
納
者
の
生
存
権
擁
護
の
見
解

国
税
徴
収
法
も
地
方
税
法
も
や
む
を

得
な
い
場
合
に
は
滞
納
処
分
を
行
わ

な
い
規
定
が
あ
る
。
納
税
者
の
話
を

し
っ
か
り
と
聞
き
、
生
活
再
建
の
道

を
示
す
事
が
必
要
と
考
え
る
。

本
市
の
滞
納
整
理
の
方
針
に
つ
い
て

本
市
の
滞
納
整
理
の
方
針
に
つ
い
て

本
市
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

率
に
つ
い
て

国
の
麻
し
ん
に
関
す
る
特
定
感
染
症

予
防
指
針
に
お
い
て
接
種
率
目
標

95
％
以
上
を
示
し
て
い
る
が
、
本
市

は
直
近
３
年
間
と
も
国
の
目
標
を
上

回
る
接
種
率
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
３
月
に
沖
縄
県
で
発
生
し
全
国

に
広
ま
っ
た
麻
し
ん
は
春
日
市
で
も

20
代
男
性
が
感
染
し
、
福
岡
県
で
も

患
者
が
相
次
い
だ
。
本
市
の
は
し
か

の
患
者
数
を
伺
う

県
内
20
人
の
患
者
が
確
認
さ
れ
、
そ

の
う
ち
本
市
の
は
し
か
の
患
者
は
子

ど
も
が
１
人
大
人
が
２
人
の
合
計
３

人
と
な
っ
て
い
る
。

は
し
か
感
染
予
防
や
対
策
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
た
か

庁
内
で
緊
急
事
態
調
整
会
議
を
開
催

し
、
保
育
所
、
学
校
、
公
民
館
等
の

関
係
機
関
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
し
て
は
し
か
の
発
生
状
況
の
お
知

ら
せ
及
び
感
染
拡
大
対
策
に
つ
い
て

注
意
喚
起
を
行
っ
た
。
は
し
か
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
事
前
に
医
療
機
関
へ

連
絡
す
る
こ
と
、
医
療
、
教
育
関
係

答答答 問問問

問答
者
や
海
外
へ
行
く
予
定
の
方
に
対
し

予
防
接
種
を
勧
め
る
な
ど
の
強
化
を

行
っ
た
。

風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
に
つ
い
て

風
し
ん
の
患
者
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
感
染
予
防
の
た
め
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
風
し
ん
の
発
生
状
況
や

抗
体
検
査
事
業
に
つ
い
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
任
意
予
防
接
種
の
費

用
助
成
に
つ
い
て
は
、
市
単
独
で
は

な
く
、
今
後
の
厚
生
労
働
省
や
県
の

方
針
、
医
師
会
の
意
見
な
ど
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
適
切
に
判
断
を
し

て
い
き
た
い
。

麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん
の

　
　

感
染
予
防
対
策
は

麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん
の

　
　

感
染
予
防
対
策
は

厚生労働省ホームページから抜粋

松　

田　

美
由
紀

松　

下　

真　

一
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子
育
て
に
つ
い
て
、「
１
０
０
万
人
訪

問
・
調
査
運
動
」
の
本
市
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
制
服
や
通
学
用
品

の
購
入
や
買
い
替
え
費
用
が
重
い
」

と
、
経
済
的
な
負
担
を
感
じ
て
い
た
。

見
解
を
伺
う

業
者
選
定
の
際
、
契
約
は
公
正
を
期

す
よ
う
に
校
長
会
等
で
指
導
し
て
い

る
。
公
正
取
引
委
員
会
が
示
す
文
書

を
資
料
に
、
販
売
業
者
が
１
社
に
な

る
こ
と
も
あ
る
の
で
仕
様
書
を
公
開

し
、
ど
ん
な
点
に
工
夫
が
残
っ
て
い

る
か
、「
学
校
に
お
け
る
通
学
用
服
等

の
学
用
品
等
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ

い
て
」
と
い
う
文
部
科
学
省
の
通
知

を
基
軸
と
し
、
進
め
た
い
。

３
月
議
会
一
般
質
問
で
の
就
学
援
助

の
入
学
前
支
給
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
調
査
・
研
究
を
伺
う

筑
紫
地
区
は
、
本
市
以
外
す
べ
て
の

市
町
村
で
入
学
前
支
給
を
実
施
し
て

い
た
。
本
市
に
お
い
て
も
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

未
就
学
児
を
持
つ
親
の
心
配
事
で
、

い
じ
め
や
学
校
生
活
の
友
人
関
係
の

項
目
が
高
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
本

答答 問問問

答
市
の
見
解
や
取
り
組
み
を
伺
う

乳
幼
児
期
か
ら
18
歳
ま
で
の
相
談
窓

口
を
統
一
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

妊
娠
期
か
ら
就
学
前
ま
で
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
た
め
に
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。
子
ど
も

相
談
セ
ン
タ
ー
や
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
た
支
援
体
制
の
拡
充
や
、
重

層
的
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
策
を
充

実
さ
せ
、
将
来
ふ
る
さ
と
大
野
城
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
さ
ら
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

子
育
て
世
代
の
悩
み
の
解
消
や

　
　

経
済
的
負
担
軽
減
を

子
育
て
世
代
の
悩
み
の
解
消
や

　
　

経
済
的
負
担
軽
減
を

▲映像はこちら

▲映像はこちら

英
語
教
育
の
今
後
、
２
０
２
０
年
実

施
の
方
向
性
、
方
法
な
ど
の
想
定
し

て
い
る
も
の
は

２
０
２
０
年
の
本
格
実
施
を
見
据
え
、

文
部
科
学
省
は
英
語
教
育
の
今
後
の

方
向
性
と
し
て
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
を
通
じ
た
、
聞
く
、
話
す
、

読
む
、
書
く
と
い
っ
た
４
技
能
育
成

の
接
続
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
こ
で

本
市
で
は
、
小
中
学
校
の
４
技
能
育

成
の
接
続
を
目
指
し
、
小
学
校
に
は

６
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ほ
か
、
１
名
ず
つ

外
国
語
指
導
員
を
配
置
し
、
担
任
と

外
国
語
指
導
員
、Ａ
Ｌ
Ｔ
を
加
え
た
複

数
指
導
体
制
で
授
業
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
英
語
担
当
指
導
主
事

の
指
導
助
言
を
得
な
が
ら
、
よ
り
効

率
的
、
効
果
的
な
授
業
づ
く
り
に
つ

い
て
教
職
員
に
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
の
英
語
教
育
実
施
の

考
え
に
つ
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
英
語
学
習
ア
プ
リ
等
を
使
用
し

な
が
ら
の
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う

な
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
各
小
中

学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
設
置
し
て

い
る
現
在
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
Ｐ
Ｃ
を
、

答 問答 問

そ
の
更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
に
変
更
す
る
計
画
で
２

０
１
９
年
中
に
は
完
了
の
予
定
。
こ

れ
ま
で
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
は
専
用
教

室
で
限
ら
れ
て
い
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
は
移
動
が
可
能
と
な
る
た
め
、

普
通
教
室
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
た
め
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
も

整
備
し
て
い
る
。

義
務
教
育
課
程
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

義
務
教
育
課
程
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

大　

塚　

み
ど
り

　

関　

井　

利　

夫

市内中学校：制服等の金額

●5校平均値　冬服：男子29,490円
　　　　　　　　　　女子32,626円
●他に、夏用制服、靴なども購入。

男子
冬服

女子
冬服

体操服
夏冬

（円）

カバン

一番高い金額
一番低い金額
一番高い金額
一番低い金額
一番高い金額
一番低い金額
一番高い金額
一番低い金額

35,650
23,100
35,650
28,080
12,550
9,990
9,150
5,500

●差額
12,550円
●差額
  7,570円
●差額
  2,560円
●差額
  3,650円
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

子
ど
も
の
貧
困
問
題
は
複
雑
で
、
時

間
が
経
過
す
る
ほ
ど
不
登
校
、
虐
待
、

い
じ
め
、
自
死
に
連
動
す
る
が
、
そ

の
把
握
と
対
策
は

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、
児
童

扶
養
手
当
や
就
学
援
助
な
ど
の
取
組

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
度
策

定
予
定
の
、「
夢
と
み
ら
い
の
子
ど
も

プ
ラ
ン
Ⅲ
」
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
６
月
に
、
乳
幼
児
か
ら
青
年
期
ま

で
の
子
ど
も
と
保
護
者
８
５
５
５
人

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

調
査
内
容
は
、
家
庭
の
生
活
状
況
や

貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
や
保
護

者
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

の
質
問
や
市
が
実
施
し
て
い
る
施
策

の
認
知
度
や
利
用
度
に
関
す
る
質
問

も
追
加
。
現
在
、
集
計
・
分
析
中
。

実
態
を
把
握
し
具
体
的
な
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

貧
困
、
不
登
校
、
発
達
障
が
い
は
複

合
的
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
地
域
子
ど
も
の
未
来
応
援
交

付
金
を
活
用
し
た
実
態
調
査
に
よ
り

発
達
障
が
い
児
の
様
子
も
見
え
て
き

て
、
縦
割
り
で
あ
る
行
政
の
部
門
を

超
え
て
横
へ
つ
な
ぎ
一
貫
性
の
あ
る

答

答

問問

支
援
を
実
施
し
て
い
る
先
進
地
も
あ

る
。
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
子
ど

も
や
親
へ
の
支
援
は

子
ど
も
の
発
達
に
困
り
感
を
持
つ
保

護
者
に
は
早
期
支
援
に
よ
り
、
育
児

不
安
の
解
消
に
努
め
、
子
ど
も
療
育

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
身
体

機
能
の
訓
練
や
社
会
適
応
性
の
向
上

訓
練
な
ど
を
実
施
。
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
今
後
設
置
を
検

討
す
る
予
定
で
あ
り
、
関
係
機
関
の

一
本
化
な
ど
研
究
し
て
い
く
。

障
が
い
児
支
援
、

　
　

福
祉
・
子
ど
も
・
教
育
一
体
化
を

障
が
い
児
支
援
、

　
　

福
祉
・
子
ど
も
・
教
育
一
体
化
を

近
年
異
常
気
象
が
増
え
て
き
て
お

り
、今
後
さ
ら
に
災
害
時
の
マ
ン
パ

ワ
ー
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
が
、現
状
で
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー

は
足
り
て
い
る
か

今
後
、
現
在
の
職
員
数
で
は
不
足
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

様
々
な
災
害
時
の
応
援
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。
今
後
も
、
外
部
団
体
か

ら
の
応
援
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る

シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
り
、
今
年
度

中
に
「
大
野
城
市
災
害
時
受
援
計
画
」

を
策
定
す
る
。

当
日
、交
通
渋
滞
と
電
車
の
運
行
休

止
で
帰
宅
困
難
者
が
多
く
出
た
が

大
野
城
市
内
へ
の
帰
宅
困
難
者
へ

の
安
否
確
認
と
対
応
は
で
き
た
か

白
木
原
駅
に
帰
宅
困
難
者
が
あ
ふ
れ

て
い
る
と
い
う
通
報
が
入
り
、
そ
れ

が
主
に
高
校
生
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

高
校
側
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
対
応

し
た
。
今
後
は
、
市
民
が
市
外
で
帰

宅
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
の
具
体
的
な
計
画

は
な
い
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答答 問問

問答
障
が
い
者
、高
齢
者
、傷
病
者
な
ど
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
状
況
は
ど

う
だ
っ
た
か
。課
題
と
対
応
策
は

避
難
が
難
し
い
と
い
う
方
に
対
し
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
リ
フ
ト
カ
ー
で

避
難
所
へ
移
動
支
援
を
行
っ
た
。

課
題
と
し
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
を
活
用
し
た
要
支
援
者
の
確
認

や
、
積
極
的
な
支
援
活
動
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
、
関
係

機
関
や
団
体
と
連
携
し
、
支
援
活
動

が
行
え
る
仕
組
み
を
調
査
・
研
究
し

た
い
。

災
害
時
の
強
力
な

　
　

緊
急
対
応
体
制
の
確
立
の
た
め
に

災
害
時
の
強
力
な

　
　

緊
急
対
応
体
制
の
確
立
の
た
め
に

　

清　

水　

純　

子

井　

福　

大　

昌
ガソリンスタンドやコンビニでは
徒歩帰宅者への支援を行っている
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審 議 結 果 一 覧 平成30年第３回９月定例会

９
月
定
例
会

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

総務企画委員会

福祉文教委員会

予算委員会

第66号議案

第67号議案

平成30年９月定例会を

　　　　 ９月３日(月)から９月26日(水)まで開催

34の案件を審議し、全て可決・承認・同意・認定。報告が９件。

14名の議員が一般質問。

大野城市税条例等の一部を改正する条例の制定について

大野城市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について

第74号議案

第75号議案

平成30年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
について

〃〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

全会一致可決

全会一致可決

賛成多数　可決
（賛成18・反対1）

承認 ―

―

―

第68号議案

第69号議案

第70号議案

第71号議案

大野城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する認可基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例の制定について

平成30年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第１号）に
ついて

第76号議案

第77号議案

平成30年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
について

第78号議案 平成30年度大野城市水道事業会計補正予算（第１号）について

第80号議案 平成30年度大野城市一般会計補正予算（第５号）について

平成30年度大野城市土地区画整理清算金特別会計補正予算
（第１号）について

第79号議案 平成30年度大野城市下水道事業会計補正予算（第１号）に
ついて

第81号議案 平成30年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
について

第83号議案 平成30年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
について

第85号議案 平成30年度大野城市下水道事業会計補正予算（第２号）につ
いて

第82号議案 平成30年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第２号）に
ついて

第84号議案 平成30年度大野城市水道事業会計補正予算（第２号）について

専決処分した事件の承認について（大野城市南デイサービスセ
ンター地内における車両破損事故に係る損害賠償の額の決定及
び和解について）

第72号議案
専決処分した事件の承認について（平成30年度大野城市一般会
計補正予算（第３号））

専決処分した事件の承認について（つつじケ丘中央緑道内の樹
木折損による住宅フェンス破損事故に係る損害賠償の額の決定
及び和解について）

第73号議案 平成30年度大野城市一般会計補正予算（第４号）について



15

第73号議案

認定第１号

◯

◯

　
◯

◯

◯

　
◯

◯

◯

　
◯

◯

◯

　
◯

●

●

　
◯

◯

◯

　
●

◯

◯

　
●

◯

◯

　
●

◯

◯

　
●

◯

◯

　
●

◯

◯

　
●

◯

◯

　
●

◯

◯

　
●

◯

◯

　
●

◯

◯

　
●

ー

ー

　
ー

◯

◯

　
●

◯

◯

　
●

◯

◯

　
●

◯

●

　
◯

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（平成30年第３回９月定例会）

会派名 改革フォーラム 自民大野城 自民まどか 公明党 会派に所属し
ていない議員

議員氏名

松
下
　
真
一

清
水
　
純
子

大
塚
　
み
ど
り

河
村
　
康
之

白
石
　
重
成

井
上
　
正
則

関
井
　
利
夫

中
村
　
真
一

森
　
　
和
也

髙
山
　
や
す
子

田
中
　
健
一

平
井
　
信
太
郎

井
福
　
大
昌

天
野
　
嘉
久
孝

山
上
　
高
昭

松
﨑
　
百
合
子

福
澤
　
信
光

松
田
　
美
由
紀

関
岡
　
俊
実

松
﨑
　
正
和

－ 陳 情 関 係 －（全議員に写しを配布）
陳情第４号

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

決算特別委員会

総務企画委員会

承認

全会一致同意

全会一致可決
及び認定

全会一致認定

報告

全会一致可決

認定第１号

認定第２号

平成29年度大野城市一般会計歳入歳出決算認定について

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

賛成少数  不採択
（賛成６・反対13）

賛成多数  認定
（賛成17・反対２）

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

平成29年度大野城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について

認定第４号 平成29年度大野城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について

認定第６号 平成29年度大野城市土地区画整理清算金特別会計歳入歳出
決算認定について

認定第８号 平成29年度大野城市下水道事業会計利益の処分及び決算の
認定について

意 見 書 案
　第１号　

核兵器のない世界を実現するために世界各国にさらなる働きか
けをすることを求める意見書の提出について

平成29年度公益財団法人おおのじょう緑のトラスト協会の決算
について

報告第９号 平成29年度大野城市水道事業会計資金不足比率について

報告第11号 平成29年度大野城市一般会計予算継続費精算報告書について

報告第13号

報告第14号

専決処分の報告について（公用車の交通事故による損害賠償の
額の決定及び和解について）

日本政府に「核兵器禁止条約」の調印・批准を求める意見書の
提出に関する請願書

報告第16号

請願第１号

請願第３号

平成29年度公益財団法人大野城まどかぴあの決算について

報告第15号 平成29年度公益財団法人大野城市体育協会の決算について

諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について

議員の派遣について

「生涯現役社会」を実現するシルバー人材センターの決意と支援の要望

報告第10号 平成29年度大野城市下水道事業会計資金不足比率について

報告第12号 平成29年度大野城市土地開発公社の決算について

報告第８号 平成29年度大野城市健全化判断比率について

認定第７号 平成29年度大野城市水道事業会計利益の処分及び決算の認定
について

認定第３号 平成29年度大野城市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

認定第５号 平成29年度大野城市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出
決算認定について

〜

請願第１号

請願第３号
〜



あ
ん
て
な

あ
ん
て
な

大
野
城
市
議
会
だ
よ
り
　
　
N
o
.1
4
3

発
行
責
任
者
：
議
長
　
白
石
重
成
　
　
編
集
：
広
報
委
員
会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

髙　山　やす子
森　　　和　也
松　田　美由紀
山　上　高　昭
大　塚　みどり
松　﨑　百合子

広 報 委 員 会
　

今
年
は
、
類
に
見
な
い
猛
暑
が
続

き
、
８
月
に
は
大
型
の
台
風
や
大
阪

北
部
・
北
海
道
胆
振
（
い
ぶ
り
）
北

部
地
震
と
立
て
続
け
に
起
こ
る
災
害

に
環
境
の
変
化
に
危
機
感
を
感
じ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
昨
年
度
は
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
敬
老
の
日
の

祝
賀
会
が
、
各
区
で
開
催
さ
れ
、
参

加
者
の
み
な
さ
ん
が
お
互
い
の
健
康

を
慶
び
合
い
再
会
に
感
謝
さ
れ
て
い

る
姿
に
涙
腺
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
平
穏
の
生
活
が

続
き
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
な
が
ら
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。（

髙
山
や
す
子
）

議会だよりでは、みなさんからいただいた作品を紹介します。
●募集作品（未発表のものに限ります）　　・俳句　　・川柳　　　・短歌　　・写真
●応募方法　住所、氏名、電話番号を記入して、議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送または直接窓口へ
　　　　　 (〒816－8510　大野城市曙町二丁目２番１号　℡．580－1938)
●注意事項
　・未発表のものに限ります　　・人物の写真については、掲載の了解を得てください　　・提出された作品は、返却しません　
　・ペンネームでも可とします　・採用された作品は、平成31年２月15日号に掲載予定です

～作品掲載希望者募集～～作品掲載希望者募集～

○
市
の
花
や
桔
梗
は
家
紋
縁
に
満
ち

（
乙
金
台
・
泉　

満
夫
）

作
　
品
　
紹
　
介

俳　

句

短　

歌

川　

柳

福岡女学院大学　樋口郁実さん
福岡女子大学　　夛田愛世さん
九州産業大学　　桑原彩里さん
福岡大学　　　　児嶋沙紀さん

　８月30日から10日間の日程で、４名の大学生が
議会事務の就業体験に来ました。実際に議会本会
議や委員会を傍聴するなど議会の仕組みを学び、
子ども用と大人用の２種類の「議会の仕組みパン
フレット」を作成しました。
　このパンフレットは、議会ホームページから見る
ことができますので、ご覧ください。

― 素敵なパンフレットができました ―
大学生が、議会事務の就業体験！

（
大
城
・
す
っ
ぴ
ん
の 

昭
）

○
し
ゃ
ぼ
ん
玉
尾
っ
歩
に
つ
け
ば
猫
だ
ま
し

○
賞
品
は
お
米
を
貰
う
運
動
会

○
幸
せ
を
舌
で
転
が
す
さ
く
ら
ん
ぼ

○
雨
の
日
も
照
る
日
も
必
要
傘
一
本

○
秒
針
は
刻
々
動
き
日
は
終
り

○
マ
イ
チ
ャ
リ
に「
お
世
話
に
な
る
ネ
」と
声
を
掛
け

○
甲
子
園
馴
染
み
の
曲
が
風
に
舞
い

○
日
焼
け
顔
鏡
に
写
り
て
笑
み
浮
か
べ

○
灼
熱
を
浴
び
れ
ど
枯
れ
ぬ
ド
ク
ダ
ミ
草

○
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
壁
ド
ン
や
っ
て
す
ね
蹴
ら
れ

○
飼
い
主
に
よ
く
似
た
顔
の
犬
を
連
れ

○
鏡
見
て
左
右
の
入
れ
歯
間
違
え
る

○
こ
ん
な
に
も
力
を
抜
ひ
て
い
い
も
の
か

　
　

風
の
ま
に
ま
に
揺
れ
る
コ
ス
モ
ス　

（
若
草
・
高
名　

稔
）

○
名
も
知
ら
ぬ
花
に
自
ら
命
名
し

　
　

葉
っ
ぱ
に
触
れ
て
ミ
ド
リ
ち
ゃ
ん
と

○
一
本
道
毎
日
通
れ
ど
日
替
り
に

　
　

会
う
人
ゼ
ロ
か
4
・
5
人
の
時
も

○
昼
寝
時
蝉
の
鳴
き
声
聞
こ
ゆ
れ
ば

　
　
「
あ
っ
セ
ミ
が
鳴
い
て
る
」と
驚
く
お
子
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
）

　
（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
）

　
（
大
城
・
す
っ
ぴ
ん
の 

昭
）


